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第
四
十
二
回 

全
日
本
仏
教
徒
会
議

�

和
歌
山
・
高
野
山
大
会 

開
催

大
会
テ
ー
マ
：
宗
教
と
環
境
─
自
然
と
の
共
生

 

◆
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　

去
る
十
月
十
六
日
〜
十
七
日
の
日
程

で
、
真
言
宗
の
聖
地
で
あ
る
高
野
山
内

各
所
を
会
場
に
、
和
歌
山
県
仏
教
会
・

高
野
山
真
言
宗
・
全
日
本
仏
教
会
の
共

催
に
よ
り
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
全
日
本
仏

教
会
が
財
団
設
立
以
前
の
昭
和
二
十
七

年
十
二
月
に
発
足
し
た
世
界
仏
教
徒
日

本
連
盟
の
主
催
に
よ
り
、
六
十
年
前
の

昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
三

日
間
の
行
程
で
、
第
一
回
全
日
本
仏
教

徒
会
議
が
高
野
山
で
開
催
さ
れ
た
。
当

時
の
仏
教
徒
会
議
で
は
、
教
育
教
化
、

社
会
福
祉
、
国
際
問
題
等
、
二
十
六
議

案
の
討
議
が
行
わ
れ
、
仏
教
界
そ
の
も

の
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
宗
派
を

超
越
し
て
集
ま
っ
た
僧
侶
た
ち
が
熱
心

に
議
論
を
展
開
し
た
。
以
後
こ
の
会
議

に
お
い
て
、
仏
旗
の
制
定
や
仏
暦
の
決

定
等
、
現
在
で
も
私
た
ち
が
用
い
る
重

要
な
案
件
を
協
議
し
決
議
し
た
と
の
記

録
が
残
っ
て
い
る
。

　

近
年
は
、
僧
侶
だ
け
の
会
議
で
は
な

く
、
檀
信
徒
や
一
般
の
方
々
も
交
え
、

全
て
の
参
加
者
が
楽
し
め
る
よ
う
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
共
に
、
社
会

問
題
や
宗
教
界
全
体
に
関
わ
る
問
題
を

テ
ー
マ
に
協
議
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

第
四
十
二
回
と
な
る
本
大
会
に
お
い

て
は
、「
宗
教
と
環
境
─
自
然
と
の
共

生
」
を
テ
ー
マ
に
、
豊
か
な
自
然
環
境

の
中
に
あ
る
高
野
山
を
会
場
と
し
、
宗

教
者
と
一
般
の
方
々
を
交
え
、
基
調
講

演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
し
て
採
択

さ
れ
た
大
会
宣
言
を
広
く
社
会
に
向
け

て
発
信
し
た
。

　

そ
の
他
、
僧
侶
だ
け
で
な
く
、
広
く

一
般
の
方
々
も
共
に
参
加
で
き
る
企
画

と
し
て
、
和
歌
山
県
下
寺
院
と
高
野
山

真
言
宗
僧
侶
の
協
力
に
よ
り
、
各
宗
派

の
座
禅
を
体
感
で
き
る
坐
禅
会
、
写
経

の
指
導
、
法
話
会
、
そ
し
て
宗
教
空
間

で
あ
る
高
野
山
内
を
体
感
で
き
る
森
林

セ
ラ
ピ
ー
、
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
、
声
明
ラ

イ
ブ
等
が
両
日
共
に
山
内
各
所
で
行
な

わ
れ
、
高
野
山
を
訪
れ
た
全
て
の
方
々

が
楽
し
み
な
が
ら
仏
教
に
触
れ
る
機
会

と
な
っ
た
。
な
お
、
別
会
場
で
は
本
会

加
盟
団
体
に
よ
る
宗
派
代
議
員
会
議
と
、

都
道
府
県
仏
教
会
・
仏
教
団
体
代
議
員
会

議
も
併
催
さ
れ
、今
後
の
仏
教
界
や
本
会

の
事
業
展
開
に
つい
て
も
話
し
合
わ
れ
た
。

 

◆
開
会
式
（
十
六
日
）

　

本
大
会
は
二
日
間
の
日
程
で
行
な
わ

れ
た
。
本
会
場
と
な
る
高
野
山
大
学
松

下
講
堂
黎
明
館
ホ
ー
ル
で
は
、
午
後
零

時
三
十
分
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、
約

五
百
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

　

開
式
の
辞
は
、
元
本
会
会
長
の
松
長

有
慶
高
野
山
真
言
宗
管
長
が
務
め
、「
本

大
会
が
仏
教
徒
の
主
張
を
全
世
界
に
発

信
で
き
る
大
き
な
機
会
に
な
る
で
あ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。

　

仏
教
徒
の
歌
の
斉
唱
の
後
、
本
会
会

長
の
半
田
孝
淳
天
台
座
主
は
、「
混
沌

と
し
た
世
界
情
勢
と
同
時
に
地
球
環
境

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き

て
い
る
。
経
済
優
先
の
考
え
方
を
改
め
、

新
し
い
社
会
を
実
現
で
き
る
よ
う
意
義

深
い
協
議
を
本
大
会
で
行
な
っ
て
欲
し

い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

開
会
式
終
了
後
、
同
会
場
で
は
引
き

続
き
「
全
日
本
仏
教
徒
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
、
各
宗
派
有
志
に
よ
る
御
詠

歌
や
コ
ー
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
合
同
法

会
が
行
な
わ
れ
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

 

◆
懇
親
会
（
十
六
日
）

　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
は
、
高
野
山

大
学
体
育
館
に
会
場
を
移
し
、
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
懇
親
会
に
は
、

本
会
加
盟
団
体
を
は
じ
め
、
協
賛
団
体

都道府県仏教会・仏教団体代議員会議
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を
含
む
約
二
百
名
が
参
加
し
、
立
食
形

式
で
行
な
わ
れ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
本
大
会
の
実
行
委
員
長

で
あ
る
添
田
隆
昭
高
野
山
真
言
宗
宗
務

総
長
の
開
会
の
辞
と
、
来
賓
と
し
て
本

会
副
会
長
の
宮
林
昭
彦
日
韓
仏
教
交
流

協
議
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
小
林
正

道
本
会
理
事
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り

懇
親
会
は
和
や
か
に
開
会
し
た
。

　

ま
た
、
余
興
と
し
て
地
元
か
ら
伊
都

橋
本
地
方
で
伝
統
的
な
盆
踊
り
で
あ
る

「
や
っ
ち
ょ
ん
ま
か
せ
」
と
高
知
県
で

伝
統
的
な
「
よ
さ
こ
い
音
頭
」
を
融
合

し
た
踊
り
や
、
か
つ
ら
ぎ
町
四
郷
地
区

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
千
両
踊
り
」
の

太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

 

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
十
七
日
）

　

大
会
二
日
目
と
な
る
十
七
日
は
、
本

会
場
で
あ
る
松
下
講
堂
黎
明
館
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
本
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
宗
教
と
環
境
─
自
然
と
の
共
生
」に
つ

い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
午
前
十
時
よ

り
行
な
わ
れ
、
約
三
百
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
ま
ず
松
長
管
長
に

よ
る
記
念
法
話
が
行
な
わ
れ
、「
人
間

も
動
植
物
も
命
は
同
等
で
あ
り
、
私
た

ち
人
間
中
心
か
ら
一
切
衆
生
の
世
界
観

へ
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
界

的
に
環
境
汚
染
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る

現
在
、
日
本
仏
教
の
中
で
言
う
一
切
衆

生
と
は
、
石
に
さ
え
命
が
あ
る
と
い
う

考
え
方
を
す
る
。
こ
れ
は
古
来
よ
り
日

本
に
あ
っ
た
神
道
の
考
え
方
が
基
本
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
日
本

仏
教
が
指
す
一
切
の
も
の
が
平
等
に
成

仏
す
る
と
い
っ
た
考
え
方
を
世
界
に
向

け
て
発
信
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
環
境
問

題
解
決
の
大
き
な
道
筋
に
な
る
で
あ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
中
部
大
学
教
授
の
武
田
邦
彦

氏
が
、
科
学
者
か
ら
の
視
点
で
自
然
環

境
を
ど
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
か
と

い
っ
た
内
容
の
基
調
講
演
を
行
な
い
、

「
私
た
ち
は
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
る

環
境
危
機
を
考
え
も
せ
ず
そ
の
ま
ま
鵜

呑
み
に
し
て
い
る
。
人
間
が
及
ぼ
す
環

境
へ
の
影
響
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
」

と
い
う
持
論
を
展
開
し
、「
し
か
し
科

学
は
事
実
の
実
証
は
可
能
だ
が
、
進
む

べ
き
道
は
宗
教
者
や
哲
学
者
が
意
見
す

る
こ
と
で
、
正
し
い
方
向
へ
進
ん
で
ゆ

く
」
と
結
論
づ
け
た
。

　

続
い
て
行
な
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
竹
村
牧
男
東
洋
大
学
学
長
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
基
調
講
演
を
行
な
っ
た
武
田
氏
に
、

大
河
内
秀
人
氏
（
浄
土
宗
見
樹
院
・
寿

光
院
住
職
）
と
、
村
上
保
壽
氏
（
高
野

山
大
学
名
誉
教
授
）
が
加
わ
り
意
見
交

換
が
行
な
わ
れ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
自
然
環
境
を
生
命
環
境

と
捉
え
て
考
え
る
と
、
自
然
界
の
生
命

の
循
環
、
即
ち
命
の
繋
が
り
を
重
視
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
人
間
の
誰
も

が
持
っ
て
い
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
克
服
す

る
こ
と
で
人
と
自
然
と
の
共
生
が
実
現

す
る
。
こ
の
点
を
仏
教
の
教
義
を
活
か

し
現
代
社
会
に
広
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

 

◆
閉
会
式
（
十
七
日
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、同
会
場
で
は

引
き
続
き
閉
会
式
が
行
な
わ
れ
、大
会
副

総
裁
の
北
河
原
公
敬
本
会
副
会
長
に
よ

る
開
式
の
辞
と
、横
田
南
嶺
本
会
副
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、添
田
実
行
委
員
長
か
ら

大
会
宣
言
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
（
本
文

Ｐ
８
参
照
）、満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
次
回
開
催
の
担
当
と
な
る

愛
媛
県
仏
教
会
へ
全
日
本
仏
教
会
会
旗

継
承
が
行
な
わ
れ
、
萩
野
映
明
本
会
副

会
長
か
ら
御
木
徳
久
愛
媛
県
仏
教
会
会

長
へ
会
旗
が
手
渡
さ
れ
た
。
次
回
、
第

四
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
平

成
二
十
七
年
に
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。

会旗継承
（萩野本会副会長から御木愛媛県仏教会会長へ）

大会宣言文を読み上げる添田実行委員長
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第
二
回 

宗
派
代
議
員
会
、
都
道
府
県
仏
教

会
・
仏
教
団
体
代
議
員
会
議 

開
催

開
催
日
時
　
十
月
十
六
日
午
後
二
時
～
午
後
四
時
三
十
分

開
催
場
所
　
高
野
山
大
学
第
三
会
議
室
、
高
野
山
真
言
宗
宗
務
所
大
会
議
室

　

第
四
十
二
回
全
日
本
仏
教
会
徒
会
議
和
歌

山
・
高
野
山
大
会
に
併
催
す
る
形
で
、
標
記

会
議
を
開
催
し
た
。

◆
第
二
回
宗
派
代
議
員
会
議

　

代
議
員
総
数
四
十
三
名
中
、
出
席
代
議
員

九
名
、
代
理
出
席
一
名
、
委
任
出
席
三
十
三

名
で
開
催
。
互
選
に
よ
り
議
長
に
中
江
代
議

員
（
融
通
念
佛
宗
）、
副
議
長
に
一
宮
代
議

員
（
念
法
眞
教
）
を
選
出
し
た
。

　

当
日
出
席
者
は
次
の
通
り

川
合
歳
明
（
天
台
眞
盛
宗
）、
田
中
利
典
（
金

峯
山
修
験
本
宗
）、
吉
田
明
良
（
和
宗
）、
草

野
貞
男
（
孝
道
教
団
）、
一
宮
良
範
（
念
法

眞
教
）、
井
上
真
英
（
真
言
宗
須
磨
寺
派
）、

吉
村
増
亮
（
東
寺
真
言
宗
）、
村
主
祥
瑞
（
真

言
宗
中
山
寺
派
）、中
江
慈
光（
融
通
念
佛
宗
）、

牟
田
清
樹
（
瀬
川
大
秀
代
理
・
真
言
宗
御
室

派
）、
森
田
俊
朗
（
担
当
理
事
・
和
宗
）、
小

林
正
道
（
理
事
長
・
浄
土
宗
）　

�

以
上
順
不
同
、
敬
称
略

　

以
下
、
各
議
題
に
つ
い
て
代
議
員
よ
り
出

さ
れ
た
意
見
等
を
列
記
す
る
。

◎�

宗
派
・
都
道
府
県
仏
教
会
・
仏
教
団
体
に
と

っ
て
の
公
益
性
を
伴
っ
た
活
動
と
は
何
か

◦
一
般
の
方
対
象
に
講
演
会
を
開
催
、
法
律

や
憲
法
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
子
育
て
広
場

等
を
開
催
し
て
い
る
。

◦
宗
教
法
人
の
公
益
性
を
国
が
問
う
て
い
る
。

ま
た
全
日
本
仏
教
会
（
以
下
、
全
仏
）
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
、
例
え
ば
全
仏
が
発

表
し
た
原
発
の
宣
言
文
を
、
委
員
会
等
を

立
ち
上
げ
て
国
や
社
会
に
仏
教
者
と
し
て

の
発
信
を
す
る
等
の
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
こ

と
こ
そ
全
仏
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
こ
と

で
は
な
い
か
。

◦
全
仏
は
連
合
体
ゆ
え
に
意
見
が
ま
と
ま
ら

な
い
実
情
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
世
間
に

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
仏
教
界
の
活
動

が
一
般
の
方
に
も
わ
か
る
よ
う
な
説
明
の

検
討
を
望
む
。

◎�

東
日
本
大
震
災
の
支
援
や
政
府
へ
の
要
請

活
動
に
つ
い
て

◦
日
頃
か
ら
の
地
域
と
の
接
触
が
大
事
と
考

え
、
地
元
警
察
と
避
難
所
の
締
結
を
し
た

り
役
所
の
災
害
対
策
課
と
連
携
を
と
っ
た

り
し
て
い
る
。

◎�

伝
統
仏
教
界
の
広
報
誌
「
全
仏
」
を
全
国

七
万
カ
寺
へ
配
布
す
る
企
画
に
つ
い
て

◦
で
き
る
限
り
協
力
を
す
る
。

◦
内
容
を
精
査
し
送
付
し
て
ほ
し
い
。

◎
そ
の
他

◦
代
議
員
会
議
と
な
っ
て
よ
り
発
言
が
し
や

す
く
な
っ
た
。

◆�

第
二
回
都
道
府
県
仏
教
会
、
仏
教
団
体
代

議
員
会
議

　

代
議
員
総
数
四
十
三
名
中
、
出
席
代
議
員

十
二
名
、
代
理
出
席
五
名
、
委
任
出
席
二
十

六
名
で
開
催
。
互
選
に
よ
り
議
長
に
御
木
代

議
員
（
愛
媛
県
仏
教
会
）、
副
議
長
に
橘
代

議
員
（
岐
阜
県
仏
教
会
）
を
選
出
し
た
。

　

当
日
出
席
者
は
次
の
通
り

工
藤
裕
雅（
青
森
県
仏
教
会
）、松
本
一
浩（
茨

城
県
仏
教
会
）、
新
倉
典
生
（
東
京
都
仏
教

連
合
会
）、
和
田
博
祐
（
新
潟
県
仏
教
会
）、

橘 　

正
信 

（
岐
阜
県
仏
教
会
）、
吉
田
清
順

（
京
都
仏
教
会
）、
篠
原
法
傳
（
兵
庫
県
仏
教

会
）、
柳
瀬
智
明
（
和
歌
山
県
仏
教
会
）、
疋

田
哲
寿
（
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
）、
御
木
徳

久
（
愛
媛
県
仏
教
会
）、
末
廣
久
美
（
公
益

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）、
髙
橋

隆
岱（
一
般
社
団
法
人
仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
）、

鈴
木
英
彰
（
塚
田
宗
雄
代
理
・
栃
木
県
仏
教

会
）、
金
子
嘉
広
（
木
村
盛
雄
代
理
・
一
般

財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
）、
和
田
大
雅（
井

澤
孝
一
代
理
・
神
奈
川
県
仏
教
会
）
佐
々
木

昭
道
（
前
阪
良
憲
代
理
・
滋
賀
県
仏
教
会
）、

伊
東
政
浩
（
村
山
博
雅
代
理
・
全
日
本
仏
教

青
年
会
）
杉
山
令
憲
（
担
当
理
事
・
岐
阜
県

仏
教
会
）、
小
林
正
道
（
理
事
長
・
浄
土
宗
）

�

以
上
順
不
同
、
敬
称
略

　

以
下
、
各
議
題
に
つ
い
て
代
議
員
よ
り
出

さ
れ
た
意
見
等
を
列
記
す
る
。

◎�

宗
派
・
都
道
府
県
仏
教
会
・
仏
教
団
体
に
と

っ
て
の
公
益
性
を
伴
っ
た
活
動
と
は
何
か

◦
仏
教
者
と
し
て
、
慈
悲
の
心
を
隔
て
な
く
、

地
域
に
与
え
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
公

益
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

全
仏
へ
の
所
属
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

ま
ず
宗
派
と
の
関
わ
り
を
強
く
持
っ
て
い

た
だ
き
、
全
仏
の
活
動
を
周
知
い
た
だ
く

こ
と
で
、
寺
院
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
く

と
思
わ
れ
る
。

◎�

東
日
本
大
震
災
の
支
援
や
政
府
へ
の
要
請

活
動
に
つ
い
て

◦
義
捐
金
の
寄
託
に
つ
い
て
県
仏
教
会
独
自

で
行
っ
て
き
た
が
、
全
仏
が
行
な
っ
て
い

る
活
動
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
寄
託
先
に
つ

い
て
選
択
肢
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

震
災
支
援
情
報
の
周
知
を
望
む
。

◎�

伝
統
仏
教
界
の
広
報
誌
「
全
仏
」
を
全
国

七
万
カ
寺
へ
配
布
す
る
企
画
に
つ
い
て

◦
県
下
の
地
区
仏
教
会
に
対
し
、「
全
仏
」

配
布
を
通
じ
て
、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

は
、
超
宗
派
で
活
動
す
る
地
区
仏
教
会
や

県
仏
教
会
へ
の
理
解
に
も
繋
が
る
と
思
う

の
で
、
是
非
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
そ
の
他

◦
全
仏
と
各
県
仏
教
会
と
が
さ
ら
に
繋
が
り

を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◦
仏
教
界
内
で
公
益
性
が
非
常
に
高
い
活
動

を
し
て
い
る
団
体
に
対
し
、
全
仏
か
ら
助

成
金
な
ど
を
出
し
、
支
援
で
き
る
仕
組
み

を
作
っ
て
欲
し
い
。

◦
全
仏
で
時
期
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
県

仏
教
会
や
各
寺
院
で
共
有
で
き
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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第
四
十
七
回

「
仏
教
伝
道
文
化
賞
」贈
呈
式

　

公
益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
主
催

の
「
仏
教
伝
道
文
化
賞
」
は
、
仏
教
伝

道
文
化
へ
の
貢
献
者
に
毎
年
贈
ら
れ
て

い
る
。

　

十
月
二
日
、
港
区
の
仏
教
伝
道
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
に
て
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
、

本
会
よ
り
関
﨑
幸
孝
事
務
総
長
が
出
席

し
た
。

　

今
年
は
、
一
般
財
団
法
人 

多
山
報

恩
会
に
「
仏
教
伝
道
文
化
賞
」
が
、
長

倉
伯の

り

博ひ
ろ

師
に
「
仏
教
伝
道
文
化
賞 

沼

田
奨
励
賞
」
が
、
福
山
諦
法
名
誉
理
事

長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
贈
ら
れ
た
。

　

多
山
報
恩
会
の
創
始
者
は
、
元
広
島

電
鉄
社
長
の
故
・
多
山
恒
次
郎
氏
で
、

氏
は
私
財
の
全
て
を
提
供
し
て
財
団
を

設
立
し
、
教
育
・
文
化
・
福
祉
・
国
際

交
流
等
、
多
方
面
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ

た
。
そ
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
報
恩
会

の
会
員
が
現
在
に
ま
で
継
承
し
て
き
た

仏
教
伝
道
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
長
倉
伯
博
師
は
、
鹿
児
島
に
お

第
六
十
回　

全
日
本
仏
教

婦
人
連
盟
記
念
大
会
開
催

　

十
月
二
十
五
日
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東

京
に
て
、
公
益
社
団
法
人
全
日
本
仏
教

婦
人
連
盟
第
六
十
回
記
念
大
会
が
開
催

さ
れ
、
約
百
九
十
名
が
参
集
し
た
。
本

会
か
ら
は
小
林
正
道
理
事
長
、
関
㟢
幸

孝
事
務
総
長
が
出
席
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
浄
土
宗
大
本
山
善
光

寺
大
本
願
法
主
の
鷹
司
誓
玉
名
誉
会
長

を
導
師
に
、
全
日
本
仏
教
尼
僧
法
団
の

有
志
を
式
衆
と
し
た
東
日
本
大
震
災
犠

牲
者
並
び
に
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
物

故
者
追
善
供
養
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。

　

法
要
終
了
後
、
鷹
司
名
誉
会
長
の
垂

示
が
あ
り
、「
六
十
年
の
長
き
に
わ
た

り
婦
人
連
盟
の
先
達
が
多
方
面
に
お
け

る
福
祉
活
動
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
は
、

誠
に
尊
い
こ
と
。
私
た
ち
は
そ
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
仏
様
の
慈
愛
の
心
で
実

践
し
て
い
き
た
い
」
と
、
全
て
の
人
々

の
心
と
共
に
平
和
な
世
界
を
実
現
し
た

い
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
本
年
新
た
に
就
任
さ
れ
た
東

伏
見
具
子
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓

挨
拶
と
し
て
小
林
正
道
本
会
理
事
長
、

い
て
医
療
の
緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
設
立
し
、
ビ
ハ
ー
ラ
を
実
践
す
る
中

で
二
十
数
年
に
わ
た
り
患
者
の
方
々
に

寄
り
添
っ
て
き
た
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。

　

贈
呈
式
後
の
祝
賀
会
で
は
、
不
二
川

公
勝
築
地
本
願
寺
前
宗
務
長
の
乾
杯
の

発
声
で
約
百
名
の
参
会
者
と
と
も
に
祝

杯
を
あ
げ
た
。

　

そ
の
後
、
登
世
岡
浩
治
師
、
早
島
理

師
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
会
者
同
士
が

熱
心
に
歓
談
を
す
る
中
で
有
意
義
な
時

間
が
経
過
し
、
閉
会
と
な
っ
た
。

岡
野
鄰
子
孝
道
教
団
第
二
世
副
統
理
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
い
で
会
員
の
写
経
活
動
に
よ
り
集

め
ら
れ
た
写
経
千
五
百
巻
と
光
明
施
療

院
に
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ヴ
ー
（
医
療
用
消

毒
機
）
の
目
録
が
、
末
廣
久
美
理
事
長

よ
り
安
田
暎
胤
公
益
財
団
法
人
国
際
仏

教
興
隆
協
会
理
事
長
に
贈
ら
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
末
廣
久
美
理
事
長
が
さ

ら
な
る
公
益
性
の
た
め
に
研
鑽
を
重
ね

て
ま
い
り
た
い
と
挨
拶
さ
れ
、
続
い
て

杉
谷
義
純
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
理
事

長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
祝
宴
が
開
始
さ

れ
た
。

　

清
興
で
は
オ
ペ
ラ
歌
手
で
あ
る
中
丸

三
千
繒
さ
ん
の
清
ら
か
な
歌
声
が
披
露

さ
れ
、
暫
し
心
洗
わ
れ
る
時
間
が
経
過

し
た
。
そ
の
後
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

う
ち
に
懇
親
会
が
閉
じ
ら
れ
た
。

東伏見具子会長の挨拶
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東
京
都
仏
教
連
合
会
主
催

宮
城
県
被
災
地
域
仏
教
会
訪
問
団
参
加

　

去
る
十
月
二
十
八
日
〜
二
十
九
日
に

標
記
訪
問
団
が
結
成
さ
れ
、
総
勢
十
五

名
の
う
ち
本
会
か
ら
三
名
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
訪
問
団
結
成
に
至
る
経
緯
と
し

て
は
、
ま
ず
東
京
都
仏
教
連
合
会
（
以

下
：
東
仏
）
に
設
置
し
て
い
る
災
害
救

援
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
、
今
後
も
被

災
地
に
対
し
て
継
続
的
に
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
理
事
会
で
了
承
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要

な
の
か
を
導
く
た
め
に
、
被
災
さ
れ
た

地
域
仏
教
会
に
赴
い
て
現
地
の
状
況
を

理
解
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
。

　

訪
問
団
は
二
日
間
の
日
程
の
中
で
、

佐
々
木
一
十
郎
名
取
市
長
と
面
会
し
、

山
田
一
眞
東
仏
理
事
長
か
ら
改
め
て

佐
々
木
市
長
に
義
捐
金
を
手
交
。
そ
し

て
、
い
ま
だ
に
津
波
の
爪
痕
が
残
る
閖

上
地
区
と
荒
浜
地
区
を
視
察
し
て
慰
霊

法
要
を
厳
修
し
た
。
ま
た
、
仙
台
市
内

の
ホ
テ
ル
に
て
、（
一
社
）仙
台
仏
教
会
、

名
取
市
仏
教
会
、石
巻
市
仏
教
会
、塩
釜

連
合
寺
院
、
多
賀
城
市
寺
院
の
有
志
の

方
々
と
、
被
災
地
域
の
現
況
と
今
後
の

復
興
に
つ
い
て
交
流
会
が
設
け
ら
れ
た
。

　
（
一
社
）仙
台
仏
教
会
及
び
塩
釜
連
合

氏
（
孝
道
教
団
第
二
世
副
統
理
）
に
よ

り
日
本
舞
踊
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

分
科
会
は
、
各
国
か
ら
の
代
表
者
に

よ
る
基
調
講
演
が
あ
り
、
佐
藤
良
純
大

正
大
学
名
誉
教
授
が
「
自
然
環
境
と
仏

教
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
し
た
。

　

ま
た
、
二
日
午
前
に
は
「
仏
教
界
は

い
か
に
し
て
協
力
で
き
る
か
」
を
テ
ー

マ
に
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
講
演
し
、

互
い
の
違
い
を
尊
重
し
、
調
和
が
大
切

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
日
本
か

ら
は
国
友
憲
昭
師
が
、
東
日
本
大
震
災
、

京
都
市
洪
水
被
害
の
救
援
等
の
経
験
か

ら
、ア
ジ
ア
の
洪
水
な
ど
の
現
状
を
述
べ
、

世
界
サ
イ
ズ
の
救
援
チ
ー
ム
を
提
言
し

た
。
午
後
の
討
論
会
で
は
「
環
境
問
題

の
解
決
促
進
に
お
け
る
仏
教
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
丸
山
弘
子
氏
（
早
稲
田
環

境
塾
講
師
）
他
三
名
が
講
演
し
、
丸
山

氏
は
仏
教
に
内
在
す
る
自
然
保
護
思
想

と
華
厳
経
に
あ
る
イ
ン
ド
ラ
網
の
観
点

か
ら
、
地
球
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
相
互

扶
助
の
関
係
を
述
べ
た
。

　

こ
の
度
の
集
会
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
後
援
者

で
あ
る
長
老
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
活
動
の
方
向
性

を
示
す
有
意
義
な
集
会
と
な
っ
た
。

寺
院
で
は
、
仮
設
住
宅
地
へ
の
傾
聴
活

動
を
行
っ
た
が
、
宗
教
活
動
が
行
政
の

規
制
に
阻
ま
れ
た
地
域
と
、
規
制
が
な

い
地
域
が
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

一
方
で
他
の
地
域
仏
教
会
か
ら
の
報

告
で
は
、
行
政
の
復
興
策
が
ま
と
ま
ら

な
い
。
離
檀
の
増
加
。
各
自
坊
の
自
力

復
興
の
限
界
。
地
域
住
民
の
肉
体
的
精

神
的
な
限
界
。
物
質
的
・
財
政
的
・
精

神
的
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
支
援
が
お
ぼ

つ
か
な
い
と
の
報
告
。
そ
の
中
で
「
せ

め
て
墓
地
だ
け
で
も
先
に
復
興
し
な
い

と
、
ま
す
ま
す
離
壇
が
進
む
」「
ど
ん

な
形
で
も
構
わ
な
い
か
ら
寺
院
再
建
に

向
け
た
援
助
が
ほ
し
い
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

　

こ
の
度
の
訪
問
団
結
成
の
成
果
に
つ

い
て
、
新
倉
典
生
東
仏
事
務
局
長
か
ら

「
今
回
の
訪
問
で
改
め
て
さ
ま
ざ
ま
状

況
を
理
解
す

る
こ
と
が
で

き
た
。
東
仏

と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
な

ご
支
援
が
で

き
る
の
か
考

え
た
い
」
と

の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
い

た
。

第
十
九
世
タ
イ
王
国
長
老
ソ
ム
デ
ッ
ト
・
プ
ラ
・
ニ
ャ
ナ
サ
ン
バ
ラ
法
王
猊
下
百
歳
記
念
集
会
参
加
報
告

Ｗ
Ｆ
Ｂ
人
道
支
援
委
員
会
委
員
長　

日
比
野
郁
皓

　

こ
の
度
、
第
十
九
世
タ
イ
王
国
長
老

ソ
ム
デ
ッ
ト
・
プ
ラ
・
ニ
ャ
ナ
サ
ン
バ

ラ
法
王
猊
下
の
百
歳
の
誕
生
を
お
祝
い

す
る
記
念
集
会
が
Ｗ
Ｆ
Ｂ
本
部
を
中
心

に
開
催
さ
れ
た
。
長
老
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の

後
援
者
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
仏
教
の
原

理
に
基
づ
い
た
清
く
強
い
師
の
ご
指
導

は
、
各
国
仏
教
に
お
け
る
上
座
部
、
大

乗
、
真
言
と
い
っ
た
違
い
に
と
わ
れ
ず

に
、
広
く
世
界
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

記
念
集
会
開
催
に
あ
た
り
「
二
一
世
紀

の
仏
教
徒
の
模
範
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
様
々
な
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

記
念
集
会
に
先
立
ち
、
一
日
早
朝
よ

り
Ｗ
Ｆ
Ｂ
本
部
前
に
お
い
て
Ｗ
Ｆ
Ｂ
各

国
代
表
が
、
百
十
九
人
の
托
鉢
僧
に
布

施
を
し
た
。
続
い
て
Ｗ
Ｆ
Ｂ
本
部
に
お

い
て
開
会
式
が
行
わ
れ
、
上
座
部
仏
教
、

大
乗
仏
教
、
日
本
仏
教
の
順
序
で
法
要

が
行
わ
れ
、
法
要
に
先
立
ち
岡
野
鄰
子

ソムデット・プラ・ニャ
ナサンバラ法王猊下

被災地域仏教会との交流会
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十
月
（
十
六
日
〜
三
十
一
日
）

十
六
日
▼�

第
四
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

和
歌
山
・
高
野
山
大
会
開
催
（
〜

十
七
日
）（
高
野
山
大
学
黎
明
館
他
）

　
　
　

▼�

第
二
回
宗
派
代
議
員
会
議
開
催

（
高
野
山
大
学
）

　
　
　

▼�

第
二
回
都
道
府
県
仏
教
会
・
仏
教

団
体
代
議
員
会
議
開
催
（
高
野
山

真
言
宗
宗
務
所
）

十
八
日
▼�

日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
井
上
氏
来
局

二
十
一
日
▼�

神
道
扶
桑
教
第
六
世
宍
野
史
生

管
長
襲
任
を
祝
う
会
出
席
（
帝

国
ホ
テ
ル
）

　
　
　
　

▼
Ｄ
Ａ
Ｔ
新
藤
氏
来
局

二
十
二
日
▼�

稲
場
圭
信
大
阪
大
学
大
学
院
准

教
授
来
局

　
　
　
　

▼�
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
青
年
部
会
石
川
清
章

幹
事
長
他
来
局

　
　
　
　

▼�

日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
井
上
氏

来
局

　
　
　
　

▼
局
内
会
議

二
十
三
日
▼�

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ
（
株
）
北
川
氏
他

来
局

　
　
　
　

▼
オ
メ
ガ
コ
ム
五
十
嵐
氏
来
局

　
　
　
　

▼�

第
十
回
東
日
本
大
震
災
支
援
検

討
会
議
開
催

二
十
四
日
▼�

第
二
十
八
回
教
団
行
政
責
任
者

研
修
会
参
加
（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

京
都
）

　
　
　
　

▼�

財
団
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業

第
三
回
準
備
委
員
会
開
催

　
　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

二
十
五
日
▼�

第
六
十
回
全
日
本
仏
教
婦
人
連

盟
記
念
大
会
出
席
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
）

　
　
　
　

▼
藤
田
幸
久
参
議
院
議
員
来
局

事
務
総
局
録
事
　
　
　
　

▼�

木
村
太
郎
衆
議
院
議
員
秘
書
木

村
晴
男
氏
来
局

二
十
八
日
▼�

東
京
都
仏
教
連
合
会
主
催
宮
城

県
被
災
地
域
仏
教
会
訪
問
団
参

加（
〜
二
十
九
日
）（
名
取
市
他
）

二
十
九
日
▼�

第
八
回
総
務
財
政
審
議
会
開
催

三
十
日
▼�

第
百
六
十
七
回
宗
教
法
人
審
議
会

出
席
（
東
海
大
学
校
友
会
館
）

　
　
　

▼�

部
落
解
放
同
盟
中
央
実
行
委
員
会

第
三
十
二
回
拡
大
委
員
会
出
席

（
松
本
治
一
郎
記
念
館
）

三
十
一
日
▼
真
言
宗
御
室
派
仁
和
寺
訪
問

　
　
　
　

▼
聖
ド
ミ
ニ
コ
女
子
修
道
院
訪
問

　
　
　
　

▼�（
一
財
）京
都
陸
上
競
技
協
会
田

中
セ
ツ
子
会
長
訪
問

　
　
　
　

▼
中
外
日
報
京
都
総
社
訪
問

　
　
　
　

▼�

Ｄ
Ｏ
Ｔ
．吉
田
氏
他
と
面
談（
京

都
駅
前
）

　
　
　
　

▼�

立
正
佼
成
会
京
都
教
会
普
門
館

会
場
下
見

　
　
　
　

▼�

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市

民
集
会
・
デ
モ
行
進
（
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
・
銀
座
）

　

十
一
月
（
一
日
〜
十
五
日
）

一
日
▼�

門
川
大
作
京
都
市
長
表
敬
訪
問
（
京

都
市
役
所
）

　
　

▼�

第
一
回InterFaith

日
本
実
行
委
員

会
開
催
（
立
正
佼
成
会
京
都
教
会
普

門
館
）

五
日
▼�

全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
創
立
五
十

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
及
び
第
三

十
七
回
正
力
松
太
郎
賞
表
彰
式
出
席

（
帝
国
ホ
テ
ル
）

六
日
▼�

東
京
都
仏
教
連
合
会
主
催
寺
院
防
災

対
策
セ
ミ
ナ
ー
出
席
（
損
保
ジ
ャ
パ

ン
本
社
ビ
ル
）

　
　

▼�

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長
シ
ュ
ワ

ブ
博
士
の
叙
勲
を
祝
う
会
参
加
（
帝

国
ホ
テ
ル
）

　
　

▼�

Ｂ
Ｎ
Ｎ
企
画
委
員
会
出
席
（
庭
野
平

和
財
団
）

七
日
▼
真
宗
高
田
派
宗
務
院
訪
問

八
日
▼�（
公
財
）新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
主

催
「
第
二
回
現
代
社
会
と
信
教
の
自

由
・
公
開
講
座
」
参
加
（
セ
レ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
）

九
日
▼�

宗
務
行
政
百
周
年
記
念
の
集
い
参
加

（
國
學
院
大
學
）

十
二
日
▼
局
内
会
議

十
三
日
▼�

真
言
宗
御
室
派
立
部
祐
道
門
跡
晋

山
式
参
加
（
仁
和
寺
）

十
四
日
▼
文
化
庁
宗
務
課
訪
問

　
　
　

▼�

年
末
調
整
等
説
明
会
参
加
（
メ
ル

パ
ル
ク
東
京
）

　
　
　

▼
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ（
株
）若
狭
氏
来
局

十
五
日
▼
加
藤
尚
彦
元
衆
議
院
議
員
来
局

　
　
　

▼�

長
谷
川
本
会
顧
問
弁
護
士
と
打
合

せ
（
事
務
総
局
会
議
室
）

　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

中

国

佛

教

協

会

訪
日
代
表
団
表
敬
訪
問

　

十
月
十
一
日
、
中
国
佛
教
協
会
訪
日

代
表
団
の
釈
常
蔵
団
長
（
中
国
佛
教
協

会
副
秘
書
長
、
北
京
市
霊
光
寺
住
職
）、

張
琳
副
団
長
（
中
国
佛
教
協
会
副
秘
書

長
）
を
は
じ
め
、
計
六
名
の
団
員
が
本

会
を
表
敬
訪
問
し
、
小
林
正
道
理
事
長
、

関
﨑
幸
孝
事
務
総
長
、
他
事
務
総
局
員

が
応
接
し
た
。

　

釈
団
長
は
「
中
国
と
日
本
は
、
約
千

五
百
年
に
渡
る
仏
教
交
流
を
通
じ
、
宗

派
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
供
に
お
釈
迦

様
の
教
え
を
実
践
す
る
家
族
の
よ
う
な

近
い
存
在
で
あ
る
」
と
挨
拶
を
述
べ
、

小
林
理
事
長
か
ら
表
敬
訪
問
へ
の
感
謝

と
、
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
に
寄
せ

て
い
た
だ
い
た
浄
財
と
、
今
年
八
月
、

福
島
を
主
会
場
に
全
日
本
仏
教
青
年
会

主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
仏
教
徒
青

年
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
助
成
金
を

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
御
礼
を

述
べ
た
。
最
後

に
両
国
の
よ
り

一
層
の
仏
教
交

流
に
期
待
を
寄

せ
記
念
撮
影
を

し
て
本
会
を
あ

と
に
し
た
。

賛
助
会
員
入
会
者
ご
紹
介

【
団
体
会
員
】

株
式
会
社 

便
利
堂（
美
術
印
刷
・
企
画
）

日
本
空
輸 

株
式
会
社
（
旅
行
・
貨
物
）

【
個
人
会
員
】

鳥
居　

邦
夫
（
東
京
都
）

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ご
入
会
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
賛
助
会
員
の
ご
入
会
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
賛
助
会
員
の
要

項
・
申
込
み
の
流
れ
及
び
申
込
書
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
、
賛
助
会
員
の
入
会

に
関
し
て
は
、
本
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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第
四
十
二
回 

全
日
本
仏
教
徒
会
議 

和
歌
山
・
高
野
山
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
テ
ー
マ
「
宗
教
と
環
境
─
自
然
と
の
共
生
─
」

　

私
達
の
い
の
ち
は
自
然
環
境
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
私
達
人
間
の
心
が
垢
れ
れ
ば
そ
れ
に
従
い
環
境
は
垢
れ
、
逆
に
環
境
が

調
和
を
保
て
ば
、
そ
れ
に
従
い
私
達
の
心
も
落
ち
着
き
、
朗
ら
か
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
次
大
戦
以
後
、
驚
異
的
な
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
私
達
は
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
原
資
は
地

球
上
の
有
限
な
資
源
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
ら
を
湯
水
の
如
く
消
費
し
、
枯
渇
の
危
機
を
招
き
、
あ
ま
つ
さ
え
近
未
来
に
は
海
底
資
源

ま
で
触
手
を
延
ば
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
発
表
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
報
告
書
で
も
地
球
温
暖
化
の
進
行
は
人
為
的
原
因
に
よ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
に
も
危
機
的
な
状
況
を
も
た
ら
し
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
海
面
の
上
昇
、
干
魃
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り
世
界

的
に
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
急
速
な
工
業
化
に
よ
る
深
刻
な
大
気
汚
染
が
常
態
化
し
、
人
々

の
健
康
を
蝕
む
事
態
を
も
招
い
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
大
惨
事
を
経
験
い
た
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
汚
染
の
影
響
も
あ
り
、

被
災
地
の
復
旧
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
大
自
然
の
脅
威
の
前
に
如
何
に
人
間
が
無
力
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
惨
事
は
日
頃
の

生
活
を
根
底
か
ら
見
直
し
、
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
よ
り
も
さ
ら
に
大
切
な
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
、
自
然
か
ら
の
警
告
で

あ
り
ま
す
。
石
油
、
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
も
、
過
去
に
存
在
し
た
い
の
ち
が
悠
久
の
時
を
経
て
私
達
に
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
ら
は
有
限
で
す
。
私
達
の
時
代
だ
け
で
枯
渇
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
未
来
に
も
残
し
伝
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

便
利
で
快
適
な
生
活
を
求
め
る
の
も
根
源
的
な
生
命
力
と
し
て
の
欲
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
欲
を
我
欲
に
と
ど
め
ず
、
質
を
変
え
他
の

命
を
生
か
し
、
大
切
に
す
る
た
め
に
使
う
利
他
の
行
動
が
現
代
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
自
然
か
ら
大
き
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
古
来
よ
り
日
本
人
は
森
羅
万
象
の
中
に
聖
な
る
も
の
を
見
出
し

「
神
・
仏
」
と
し
て
崇
拝
し
、
保
護
し
、
共
存
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
智
慧
を
共
有
す
る
仏
教
各
派
が
釈
尊
の
教
え
の
下
に
一
致
団
結
し
、
叡

智
の
科
学
と
も
手
を
取
り
合
い
、
日
本
ひ
い
て
は
世
界
中
に
そ
の
思
想
を
発
信
し
、
さ
ら
な
る
環
境
破
壊
を
阻
止
す
べ
く
自
然
と
の
共
生
の
実

現
を
誓
い
大
会
宣
言
と
致
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
七
日

第
四
十
二
回　

全
日
本
仏
教
徒
会
議　

和
歌
山
・
高
野
山
大
会　

実
行
委
員
会

大　会　宣　言　文


